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ＥＴ技術の活用と性選別受精卵の利用について 

(有）マツダ牛群管理サービス 
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・ＥＴ、ＡＩの実施状況について 
・ＥＴの優位性（卵子と受精卵の発育）ついて 
・牧場の繁殖成績について 
・体外受精卵（ＩＶＦ胚）の作出状況について 
・今後の受精卵活用の展望 
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月 ＩＶＦ胚・ＥＴ 体内胚・ＥＴ ＡＩ 
受胎
頭数 

移植
頭数 

受胎
率 

受胎
頭数 

移植
頭数 

受胎
率 

受胎
頭数 

授精
頭数 

受胎
率 

1 8 54 14.8% 7 27 25.9% 40 141 28.4% 

2 29 80 36.3% 17 29 58.6% 31 125 24.8% 

3 27 77 35.1% 14 31 45.2% 28 100 28.0% 

4 14 39 35.9% 23 51 45.1% 48 131 36.6% 

5 26 60 43.3% 18 42 42.9% 27 86 31.4% 

6 19 49 38.8% 15 31 48.4% 16 83 21.7% 

7 13 40 32.5% 16 44 36.4% 3 14 21.4% 

8 19 63 29.5% 17 50 34.0% 0 0 -------- 

9 39 96 40.6% 9 33 27.3% 10 45 22.2% 

10 49 121 40.5% 6 13 46.2% 25 86 29.1% 

11 32 86 37.2% 6 18 30.0% 34 82 41.5% 

12 24 46 52.2% 23 41 56.1% 18 60 30.0% 

計 299 811 36.9% 171 410 41.7% 280 953 29.4% 

レシピエントの９９％以上がホルスタイン種経産牛 
受胎頭数と受胎率（２０１３年１月～１２月） 

ＩＶＦ杯 : 新鮮胚、ダイレクト凍結胚、ガラス化胚 
 
体内胚 : ダイレクト凍結胚 
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月別の受胎率 

ＩＶＦ胚・ＥＴ  
体内胚・ＥＴ  
ＡＩ  

  ２０１３．１～２０１３．１２ 



受胎頭数 移植頭数 受胎率 

IVF胚・ＥＴ 299 811 36.9%a 

体内胚・ＥＴ 171 410 41.7%b 

IVF胚・ＥＴ 299 811 36.9%c 

ＡＩ 280 953 29.4%d 

体内胚・ＥＴ 171 410 41.7%e 

ＡＩ 280 953 29.4%f 

ＩＶＦ・体内・ＥＴ 470 1221 38.5%g 

ＡＩ 280 953 29.4%h 

a,b:(p<0.05) g,h:(p<0.05) e,f:(p<0.05) c,d:(p<0.05) 

受胎率の比較 
２０１３年１月～１２月 
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Presenter
Presentation Notes




• 体内胚*,ＩＶＦ胚**のＥＴの受胎率はともにＡＩより高いようだ 
• 体内胚のＥＴの方がＩＶＦ胚より受胎率は高いようだ 
    ＩＶＦ胚を体内胚の受胎率に近づけるのが目標 
• ＥＴは夏期の受胎率の落ち込みがＡＩより少ないようだ 

 
                                    *    ダイレクト凍結胚   

                  **  新鮮、ガラス化、ダイレクト凍結胚 
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Presenter
Presentation Notes
AIの受胎率が低いためＩＶＦ・ＥＴの受胎率が相対的にいいと言いたいわけではありません。ＡＩの受胎率の向上を今後も検討していかなくてはなりません。さらに、ＩＶＦの受胎率を体内胚の受胎率以上に上げていくことが大切と思っています。しかし、ＥＴのメリットはＡＩを凌ぐものがあると思います。



• 受精卵移植の受胎率を向上させるには 
  受精卵の品質を向上させる 
  受精卵の培養技術、選別技術を向上させる 
      受精卵の凍結・保存技術を向上させる 
  授胚牛の飼育・栄養管理技術を向上させる 
  移植技術を向上させる 
  同期化技術を向上させる 
    移植供用率を上げ妊娠率を向上させる＝受胎頭数 
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Presenter
Presentation Notes
受胎率の向上は畜産経営において目標ではなくて、受胎頭数を増やす手段の一つ



ＥＴを主体にした繁殖管理のすすめ 

• 移植適期が約７２時間と人工授精適期の約１４時間より長い 
• ＡＩと比べ夏季の受胎率の低下が少ない 
• ＡＩと同等以上の受胎率が期待できる 
• 性選別ＩＶＦ胚のＥＴで乳牛♀子牛の安定確保が可能になる 
• 和牛・Ｆ１子牛の生産・増産ができる 
• 双子分娩のコントロールが可能 
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Presenter
Presentation Notes
ETにはAIにない長所があります。移植適期や受胎率の他に、体外受精卵（以下IVF)の作出により乳牛♀子牛の増産が可能になります。また、通常１卵移植のETでは、周産期疾患の発症率が高くなる双子分娩を減らすことができます。ETの欠点としてETは一回当たりのコストがAIに比べ高くなりますが、受精卵の量産でETのコストを下げることが可能になってきました。次のスライドお願いします。移植適期が約７２時間とAI適期の約１４時間より長く繁殖管理に余裕が出ます。夏季の受胎率の低下が、AIに比べて少ない傾向にあります。AIと同等以上の受胎率が期待できます。また発情を見逃しても、排卵または排血が確認できれば、ETをおこない受胎の可能性があります。性選別精液を体外受精して作出した体外受精卵（以下IVF胚）を経産牛にETをおこない、乳牛♀子牛の安定確保が可能になります。乳牛♂子牛の出生頭数が減り、和牛子牛の増産が期待できます。通常１卵移植のETでは、周産期疾患の発症率が高くなる双子分娩を減らすことができます。ETの欠点としてETは一回当たりのコストがAIに比べ高くなりますが、受精卵の量産でETのコストを下げることが可能になってきました。次のスライドお願いします。



卵子と受精卵の発育 
ＥＴ vs ＡＩ 
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  ９０日  ２５日  ２０日  １５日   ５日    
2100個  7600個  11＊10^4個  70＊10^6個    
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原子
卵胞 

排卵卵胞 

顆粒層細胞数 

ＡＭＨ 
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原始卵胞が排卵するまでの発育経過 
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分娩前後日数 

排卵卵胞の発育とエネルギーバランスとの関係 

分娩 乾乳期 泌乳期 

排卵卵胞 

Britt, 1992 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

Presenter
Presentation Notes
卵胞の成熟・排卵はその卵胞が形成される時点（原始卵胞が発生する時点）の母体のエネルギーバランスに影響されるということです。一般的には原始卵胞が成熟し排卵するまでの時間は70～80日かかると言われていますから、分娩後２～３ヵ月で授精を成功させるためには、



卵管 

子宮 
卵巣 
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 体外受精卵作出技術は 
シャーレの中の培養液で
受精卵を育てる技術。 

 
 体内胚もこの過程を正
常に通過し,採卵・回収さ

れた正常胚だけが移植に
用いられる。 
 
ＥＴは正常胚だけが子宮
に注入される。 
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Presenter
Presentation Notes
ＢＵＮ濃度、肝機能、暑熱ストレスなど受精卵の初期の発育にマイナスの影響を与える要因は少なくない。ＢＵＮの高い値。高泌乳牛へのタンパク供給量は４Ｋｇ/日にもなります。ルーメン正常性（発酵性）を最適化する設計をおこなっているが、ＢＵＮ値が高くなる傾向にある。ＢＵＮ値が高くなるのは、ルーメンでの炭水化物由来のエネルギー不足が大きな要因ではあるが、飼料設計制約が大きくなる。高泌乳牛は慢性的なエネルギー不足に陥っている場合が少なくない。高泌乳牛の１日のエネルギー要求量は４０Ｍcalを超えることもある。平均すると３５Mcalくらいでしょう。卵巣中の成熟卵胞中の卵子の発育にも影響があることが示唆され、卵子の第一極体放出がうまくいかないで、卵子の受精能が損なわれていることもありうる。体外培養系で最近の報告でcAMPの卵子成熟培養系に添加する試みも始まっている。受精卵の発育に必要な因子でＩＧＦ1やＥＧＦの濃度なども重要。ＩＧＦ１は肝臓で作られるが、乳牛の泌乳ストレスなどで十分なＩＧＦ１が作られていないかもしれない。ＥＧＦ濃度も同様。



卵子 

卵管 

子宮 
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排卵時期 
卵子の品質 
精子との相性、精子活力 
卵管内での受精卵の発育 
着床 

Presenter
Presentation Notes
排卵までの卵巣中の卵胞・卵子の発育状態。母体の栄養状態に大きく影響を受ける。特に高泌乳牛の泌乳初期におけるエネルギー不足は排卵前の約８０日における前胞状卵胞から初期胞状卵胞、中期胞状卵胞そして排卵期卵胞中の卵子の発育に影響を受ける。排卵した卵子が必ず質的に高い卵子とは限らない。また排卵した卵子が卵管膨大部を通過する際に人工授精で注入された静止と出会い受精し子宮に到着するまでに卵管ないで栄養を受け取り発育するが、その発育は卵管の環境に影響を受ける。ＥＴではこれら卵子の発育、卵管の環境という２つのハードルを越える必要がない。この点がＡＩよりＥＴの方が受胎率高い要因かもしれません。



繁殖成績の検討 
ＥＴ vs ＡＩ 
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牧場 
経産牛 
頭数 

ＥＴ受胎 
頭数 

ＥＴ受胎牛
の空胎 
日数 

ＡＩ受胎 
頭数 

ＡＩ受胎牛
の空胎 
日数      

受胎牛中の 
ＥＴ受胎頭数

割合 

Ａ 79 15 120 33 151 31.3% 

Ｂ 189 29 133 69 143 29.6% 

Ｃ 74 20 168 23 186 46.5% 

Ｄ 74 21 179 17 152 55.3% 

Ｅ 79 25 100 18 120 58.1% 

Ｆ 73 37 110 6 142 86.0% 

Ｇ 57 17 128 11 126 60.7% 

Ｈ 47 15 127 3 186 83.3% 

計 672 179 133±28 180 151±26 49.9% 

牧場別のＥＴ・ＡＩ受胎牛の空胎日数   
２０１３年６月現在 
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空胎日数 

検定牧場における経産牛の繁殖成績 
  （ＥＴ・ＡＩによる妊娠牛の空胎日数） 

                                                                             

平均値：１３９日 
n=359 

  経産牛頭数：６７２頭 
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空胎日数 

平均値：１２５日 
n=672 

検定牧場における経産牛の繁殖成績         
（空胎牛を含む）      

 経産牛頭数：６７２頭 
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ＥＴで受胎した牛の空胎日数 
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頭
数

 
空胎日数 

ＡＩで受胎した牛の空胎日数 
平均値：１３２日 
n=179 

平均値：１４８日 
n=180 

検定８牧場における経産牛の繁殖成績（空胎日数） 
                                                                             2013.6 

経産牛の総頭数：６７２頭 

受胎総頭数 140日以内に受胎した頭数 割合 

ET 179 118 65.9%a 

AI 180 98 54.4%b 

19 
a,b:(p<0.05) 
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(a)酪農学園大学 小岩正照 

   その他の無視できない損失 
・平均搾乳日数の延長による平均乳量の低下 

・生涯乳量の減少 

 ＝経産牛頭数＊（１２０ー空胎日数）＊１２００～１６００円(a) 

   Ａ Ｉ牧場  ７２頭＊（１２０ － １４８）＊１４００＝ － ２,８２２,４００円 

   ＥＴ牧場    ７２頭＊（１２０ － １３２）＊１４００＝ － １,２０９,６００円 
                                    －  １,６１２,８００円                         

 

もし全ての経産牛にＡＩだけで受胎させたら（ＡＩ牧場） 
もし全ての経産牛にＥＴだけで受胎させたら（ＥＴ牧場） 

平均空胎日数の延長による経済損失額 
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y = 0.77x + 81.19 

R² = 0.39 

R=0.63 
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平均空胎日数 

平均空胎日数と平均搾乳日数の関係 

当社の検定データより 

132 
ＡＩ ＥＴ 

148 

183 195 
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搾乳日数 

泌乳曲線 
305日乳量 

10836 
9268 
8098 

搾乳日数と乳量の関係グラフ 
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183 195 



平均搾乳日数の延長による経済損失 

６０頭搾乳 
平均搾乳日数：１２日の差（１９５日ー１８３日） 
平均乳量：約１Ｋｇの差 
１日出荷乳量：６０Ｋｇの差 
年間出荷乳量：２１９００Ｋｇの差 
年間乳代の差：２,１９０,０００円の差 （乳価１００円/Ｋｇ） 
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受精卵の量産 

•  ＥＴの長所を畜産経営に反映させるために 
   牛群のできるだけ多くの牛にＥＴをして受
胎させるために、高品質の受精卵の量産・供
給が必要。 
 

25 



体外受精卵の作出 
 
• 屠畜牛の卵巣から卵球細胞・卵子複合体を採取し、 
    体外受精・培養により作出 
• 生体の卵巣から経膣採卵（ＯＰＵ)を行い、卵球細胞・
卵子複合体を採取し、体外受精・培養により作出 

26 

 
• 当社の体外受精卵作出は２００６年から開始。輸入性
選別精液の販売が始まり、直ぐに性選別精液を用い
た体外受精卵の作出に取り組む。 

 



卵巣からの採卵 

卵胞・・この中に卵子 

27 



クリーンベンチ 

28 



培養器 

29 



受精卵輸送箱 

33 



当社の体外受精卵の作出状況 
２０１３年１月～１２月 

使用卵子
数 

培養卵子
数 

ＢＬ数 ＢＬ率 ＡランクＢＬ
数 

製品化率 

ホル♀用 13126 9106 1225 13.5% 732 8.0% 

Ｆ１用 7569 5489 1330 24.2% 949 17.3% 

和牛 290 264 38 14.4% 12 4.4% 
合計 20985 14859 2593 14.4% 1693 11.4% 

36 

a,b:(p<0.05) c,d:(p<0.05) 



卵巣から卵子
を採取 

成熟した卵子と 
卵丘細胞 

体外成熟 

20～22ｈ 

精子 

体外受精 

5～6ｈ 

精子を除去し
発生培養 

７日～８日 

と殺されたホ
ルスタインのメ
ス牛から卵巣

採取 

ウシ体外受精卵作出のながれ 卵丘細胞 

移植に適した
Ａランクの受
精卵を選抜 

新鮮胚として 
移植 

凍結保存 
ガラス化法 
ダイレクト法 
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採取した未成熟卵子 

２２時間後 

体外受精 

７日後 

レシピエントが
いれば 

 

レシピエン
トがいない 

 

凍結保存 
 

経膣採卵（ＯＰＵ） 

超音波画像の卵巣を見ながら、 
卵胞を吸引し、卵子を採取 

経膣採卵（OPU)のながれ 

成熟培養 

受精卵移植 

発生培養 

新鮮胚としてET 

高能力産子 
の誕生 

38 



OPUのプローブ 

39 



超音波診断装置 

40 



ホルスタイン 

和牛 

ＯＰＵ（経膣採卵）で得ら
れた卵丘細胞卵子複合体 

41 



OPU-IVFの実績 
ＯＰＵ 
頭数 

回収 
卵子
数 

使用 
卵子
数 

生産 
胚数 
Aランク

胚 

ＯＰＵ 
一回当
たりのA
ランク
胚数 

ＢＬ率 

2011
年 

ホルスタイン
♀ 

75頭 994 875 207 2.8 

和牛 2頭 33 31 2 １ 

2012
年 

ホルスタイン
♀ 

91頭 1311 1078 270 3.0 28.8 

和牛 18頭 391 324 88 4.9 30.6 

2013
年 

ホルスタイン
♀ 

33頭 426 348 75 2.3 26.7 

和牛 27頭 605 510 171 6.3 38.8 

2014 和牛、ホル♀ 59頭 1092 924 188 3.2 26.4 
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牛舎でのホルスタインへのＯＰＵ 

44 



自作ＯＰＵ吸引器 

45 

バッテリー 変圧器 吸引機 ５０ｃｃ試験管 



OPU-IVF技術により生まれたジャージー牛の子牛 
2011.12 

47 
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OPU-IVF技術により生まれたジャージー牛の子牛が 
２年後に出産 

2014.2 
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OPU-IVF技術により生まれたジャージー牛の子牛が 
２年後に出産して産まれた子牛 

2014.2 



泌乳能力の検定 

• 牛群の泌乳成績 

• 各産次ごとの泌乳成績（実乳量） 

• 各産次ごとの泌乳成績（補正乳量） 

• 乳量のばらつき 

• 個体ごとの泌乳成績 

   泌乳持続性 

   飼料コスト 

 

 50 



7000 
7200 
7400 
7600 
7800 
8000 
8200 
8400 
8600 
8800 
9000 
9200 
9400 
9600 
9800 

10000 
19

89
年

 
19

90
年

 
19

91
年

 
19

92
年

 
19

93
年

 
19

94
年

 
19

95
年

 
19

96
年

 
19

97
年

 
19

98
年

 
19

99
年

 
20

00
年

 
20

01
年

 
20

02
年

 
20

03
年

 
20

04
年

 
20

05
年

 
20

06
年

 
20

07
年

 
20

08
年

 
20

09
年

 
20

10
年

 
20

11
年

 

３
０
５
日

検
定
乳

量
 

３０５日検定成績の推移（全国） 

デーリィ・ジャパン 2013.8 51 

診療所管内 経産牛頭数 １１６０頭 
年間出荷乳量  １０５００トン 
経産牛１頭当たり出荷乳量 ９０５０キロ 
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Ｈ牧場 
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B : 補正乳量 

  ３０５日実乳量 ３０５日補正乳量 
初産 8727 11020 
２産 10171 11206 
３産 10973 11380 
４産以上 11554 11570 
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検定成績 個体の泌乳能力の解析 
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検定成績 個体の泌乳能力の解析 
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泌乳曲線の解析 
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ＯＰＵで改良スピードに加速をつけたい 



Aランクの体外受精卵をより多く作るために！ 

・培養液の組成の検討と改良 
 
・優良な精液の検討と媒精試験 
 
・受精卵の品質評価の検討 
 
・凍結受精卵の回復試験 
   供給する凍結受精卵のロット調査 
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受精卵の品質評価（蛍光２重染色） 
良い受精卵 

細胞いっぱい！！ 細胞少ない・・・ 

悪い受精卵 

内部細胞塊（ICM、inner cell mass）とそれを取
り囲む栄養外胚葉（TE、trophectoderm） 
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優良胚 １ 
新鮮胚 和牛 day7 exBL Aランク 

形態的に、ICM、TEとも充実したAランク胚。 
細胞数も、day7胚としてはかなり多い。 

ICM数    78 
TE数    181 
総細胞数  259 
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優良胚 ３ 
ガラス化回復胚 ホル♀ day７ exBL Aランク 

Aランク胚をガラス化、融解、２４h回復培養した胚。 
形態的にもきれいで、ICM数、TE数ともに多い。 

ICM数    51 
TE数    120 
総細胞数  171 
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優良胚 ２ 
ガラス化回復胚 F１ day7 exBL Aランク 

Aランク胚をガラス化、融解後、４h回復培養した胚。 
ICM数が非常に多い。 

ICM数    62 
TE数    127 
総細胞数  189 
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凍結保存 
１ ガラス化法 
  クライオトップを用いて、急速凍結。 
  凍結の障害が少なく、生存率も高い。 
  融解のための培養設備が必要。 
 

２ ダイレクト法 
  ストローに受精卵を詰めて、凍結。 
  ガラス化と比べて、生存率がやや低い。 
  牧場で、すぐにとかして移植できる。 
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体外受精卵の凍結・融解後の細胞数の変化 

  胚数 ICM平均数 ＴＥ平均数 総細胞数平均 ＩＣＭ/総細胞数％ 

生 59 38.2 
a 

  81.9   120.1 
f 

31.8 

ガラス 42 30.7 
b 
      96.5

d 
127.3 

g 
24.1 

ダイレクト 40 21.4 
c 

73.0
e 

94.4 
h 

22.7 

当社作成のホル♀体外受精卵１４１個を蛍光二重染色に用いた。 

a,b,c:(p<0.05) d,e:(p<0.05) f,g,h:(p<0.05) 
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受精卵移植の酪農現場への応用 

体外受精卵の大量生産で低価格供給が可能 
発情を見逃し出血した牛へワンチャンス 

空胎日数の短縮 
産まれるホルスタイン子牛の高い♀率 

和牛子牛の生産 
人気のＦ１子牛の生産 
双子分娩のコントロール 

ＯＰＵ・ＩＶＦにより和牛、高泌乳牛の胚の量産が可能 
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より付加価値の高いＦ１牛の増産 

• 肥育農家のニーズに対応した精液の選択 
• 肥育期間が短く飼料高騰に対応 
• エネルギー要求量が少ない 
• 消費者の嗜好に対応 
• 健康志向の赤み主体の国産牛肉 
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日本農業新聞 ２０１３．４．１４ 

北茂安９３ 
北乃大福 
その他 
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  高いホル♀の出生率を牛群に提供できるた
め、ホル♂の出生数が少なくなる。 
 
  乳牛の後継育成牛を安定的に確保しなが
ら付加価値の高い和牛やブランドＦ１牛を多く
分娩させることができる。 
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ホルスタイン性選別体外受精卵のＥＴ 



子牛の出生状況 
2012.10～2013.9 
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牧場 
経産牛 
頭数 ホル♀ ホル♂ ホル♀率 

Ｆ１・和牛分娩 
頭数 

Ｆ１・和牛分娩
率 

A 71 30(23) 4 88.2% 33  49.3% 
B 55 30(21) 6 83.3% 20  35.7% 
C 42 23(12) 3 88.5% 17  39.5% 
D 73 37(23) 15 71.2% 23  30.7% 
F 40 17(4) 9 65.4% 16  38.1% 
G 65 38(17) 10 79.2% 22  31.4% 
H 185 101(40) 30 77.1% 61  31.8% 
I 72 39(21) 16 70.9% 23  29.5% 
計 603 315(161)* 93 78.0±8.5% 215  35.7% 

                         ＮＯＳＡＩ石川（子牛共済データ） 

＊（ ）内はホル♀ＩＶＦ産子 



ホル♀ＥＴの経済効果（年間） 
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条件設定 ET・ＡＩ ＡＩ 子牛生産・販売収支 ET・ＡＩ ＡＩ 
経産牛頭数 72 72 受精卵移植頭数 175  0  
更新率 25% 25% 人工授精頭数 0  175  
最低必要更新牛頭数 18.0  18.0  受精卵移植料 ¥1,746,179 ¥0 
ホル♀出生頭数 20.3  20.4    人工授精料 ¥0 ¥523,854 
分娩間隔 430 430 受精卵代 ¥1,267,726 ¥0 
和牛ＥＴ割合 20%   凍結精液代 ¥0 ¥523,854 
和牛ＡＩ割合   26% 和牛出産頭数 12  0  
ホルスタインＡI割合   74% ホル♀出生頭数 20  20  
ホルスタイン♀ＥＴ割合 39%   ホル♂出生頭数 4  25  
Ｆ１体外受精卵ＥＴ割合 41%   Ｆ１出生頭数 25  16  
受胎率 35% 35%  子牛出生頭数合計 61  61  
和牛受精卵価格 ¥8,500   和牛販売価格 ¥2,090,177  ¥0  
ホル♀受精卵価格 ¥9,000   ホル♂販売価格 ¥101,896  ¥708,918  
Ｆ１体外受精卵価格 ¥5,000   Ｆ１子牛販売価格 ¥3,570,719  ¥1,509,572  
精液価格 ¥3,000 ¥3,000  子牛販売額合計 ¥5,762,791 ¥2,218,490 

移植料 ¥10,000   計 ¥2,748,886 ¥1,170,783 
授精料 ¥3,000 ¥3,000 
和牛子牛販売価格 ¥180,000   
保育率 95% 95% 
ホル♀出生率（ＥＴ） 85% 45% 
ホル♀出生率（ＡＩ） 45% 45% 
ホル♂販売価格 ¥30,000 ¥30,000 
Ｆ１子牛販売価格   ¥100,000 
Ｆ１子牛販売価格（IVF） ¥150,000   



ホル♀ＥＴによる肉用子牛の増産と 
乳用後継牛の安定確保 
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ホル♀出生率と和牛子牛生産（年間） 
（搾乳牛中の和牛受精卵移植率） 
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ホル♀出生確率％ 

（55%） 経産牛頭数 ７２頭 
分娩間隔 ４３０日 
更新率 ２０％ 
初産分娩月齢 ２５ヶ月 
保育率 ９０％ 
育成事故率 ５％ 
ＥＴ受胎率 ４０％ 
 

（40%） 

（65%） 
（70%） （75%） 
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条件：ホル初妊は性選別精液で妊娠・出産 
更新牛はすべて自家育成 

Presenter
Presentation Notes
ホル♀率が上がると（　　）内の数値は和牛受精卵移植率を上げることができ、和牛出生頭数が増える。



経済効果予測  ＥＴ vs ＡＩ  
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ＥＴ ＡＩ 

空胎日数延長による損失 ¥-1,209,600 ¥-2,822,400 

平均搾乳日数短縮による乳代増収 ¥2,190,000 ¥0 

ホル♀出産、和牛・Ｆ１販売・利益 ¥2,748,000 ¥1,170,000 

計 ¥3,728,400 ¥-1,652,400 

経産牛頭数７２頭 

 ＝経産牛頭数＊（空胎日数ー１２０）＊１２００～１６００円(a) 

   Ａ Ｉ牧場  ７２頭＊（１２０ － １４８）＊１４００＝ － ２,８２２,４００円 

   ＥＴ牧場    ７２頭＊（１２０ － １３２）＊１４００＝ － １,２０９,６００円 
                                    －  １,６１２,８００円                         
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石川県羽咋市の千里浜なぎさドライブウェイ 8Km 
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